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会長挨拶 

一般社団法人岐阜県損害保険代理業協会   えんどう    よしかつ 

会長 遠藤 昌克 
 

２０２５年は比較的穏やかな新年を迎えられたことと思います。今年もどうかよろ 
しくお願いいたします。昨年は、元日に能登半島地震が発生し、その後も日本各地で 
台風や豪雨等が相次ぎ、甚大な被害をもたらしました。また南海トラフ地震 臨時情報 
（巨大地震注意）が初めて発表され、わが国が自然災害 大国であることを改めて強く 
認識させられる１年となりました。気候も暖冬だった昨年に比べ、今年の冬は寒く、 
スキー場も年末からしっかりと積雪があり、お正月からにぎわっているようです。 
この代協ニュースが届くあたりがちょうど大寒の時期となります。１月２０日が始ま 
りで２月２日の節分の日までとなり、１年で一番寒い時期となります。しかし、今年 
はどうやら気温が上がるようで春の訪れも早くなりそうとの予報も出ています。 

さて、昨年度、損害保険業界においては、一連の不適切事案を受けて、金融庁における「損害保険業の構
造的課題と競争のあり方に関する有識者会議」および金融審議会「損害保険業等に関する制度等ワーキング・
グループ」が開催され、保険市場に対する信頼の確保と健全な発展に向けた方策について議論が重ねられま
した。今後法改正が見込まれます。私たち代理店にとって良い方向性となるよう期待しています。 

 また、代協活動ですが、１月２３日に賀詞交歓会が開催されました。正会員、賛助会員、保険会社の皆様
併せまして９４名の方にご参加いただきました。昨今の諸事情で保険会社の皆様のご参加が少ない事が残念
でしたが、素敵な音楽と懇談に花が咲き、楽しい会が行われました。 
さらに締め切りまで１か月余りとなりました「コンサルティングコース受講者募集」もスタートから順調で
現在１４名、あと１名になりました。この会報が届くころには達成していることと確信しております。 
会員増強も現在４店ですが、あと３店の目途もついており、申し込みを待つだけとなっております。今年度
は「三冠王」取れることでしょう。確定するまでご協力よろしくお願いいたします。そして２月４日に理事
会、２月２１日から２２日にブロックでの人材育成セミナー、２２日に損害保険トータルプランナーの新聞
掲載を予定しております。 

 ところで、先日、柴橋岐阜市長とお会いする機会があり、代協で BCP・事業継続力強化を推進しているこ
と、普及した際には代理店事務所、特に来店型等の事務所を中心にお客様の事業所も交えて地域の防災ステ
ーションとして電気や食料提供、避難所的に利用できるよう取り組んでいきたい旨の話をしたところ、『と
ても良いことなのでぜひ進めてほしい、行政も協力できることはさせていただく』とのお返事をいただきま
した。まだまだこれからですが、進めていきましょう。 

 今年の年末年始はいつもより長い休みとなり、私もゆっくり過ごさせていただきました。年末に体調に異
変を感じ急遽、精密検査を受けました。幸い異常は見つからず、原因はわからなかったものの、異変も一時
だけだったのでしばらくは様子見です。岐阜県がインフルエンザ、日本で一番感染率が高くなっているよう
です。くれぐれも皆さんご注意ください。 

 最後に、まだまだ世界は不安な情勢が続いていますが、岐阜県代協会員はじめ関係各位の皆様には素晴ら
しい年になりますよう祈念申し上げます。今年度の活動もあと２か月余りです。今後も代協活動にご理解、
ご協力をお願い申し上げまして新年のご挨拶とさせていただきます。 
 

１ｐ・・会長挨拶／目次                 ９ｐ・・『街道シリーズ』（郡上街道 28）松尾 一 
２ｐ・・スケジュール／事務局より         １０ｐ・・会員投稿 
３ｐ・・賀詞交歓会開催報告              １１ｐ・・提携事業者広告掲載① 
４ｐ・・支部活動報告①              １２ｐ・・提携事業者広告掲載② 
５ｐ・・支部活動報告②／委員会報告①       １３ｐ・・提携事業者広告掲載③ 
６ｐ・・中さんの保険諸国慢遊記（224） ①     １４ｐ・・提携事業者広告掲載④  
７ｐ・・    保険ジャーナリスト  ②     １５ｐ・・委員会報告②／編集後記 
８ｐ・・          中﨑章夫 ③  
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～ ス ケ ジ ュ ー ル ～ 

 

～ 広報機関誌委員会＆事務局より ～ 

★『損害保険トータルプランナー新聞広告』について 

 例年、恒例となっております豊富な経験と高度な知識を習得したプロ中のプロである｢損害 

 保険トータルプランナー｣の皆様を中日新聞の紙面を通じて、広く紹介し、また業界全体の 

認知・信頼度を上げることをねらいとして、今年度も『損害保険トータルプランナー新聞 

広告』を中日新聞朝刊岐阜県全域版に掲載を企画いたしました。 

  ２０２５年 ２月２２日（土）の朝刊  

に掲載予定ですので是非ご覧ください。 

 
岐阜県代協事務局  

TEL ： ０５８－３２９－００５０   
FAX ： ０５８－３２９－００４０ 
Ｅメールアドレス ： gfdaikyo@opal.ocn.ne.jp  

（担当：小川百合子） 

日付 主催 行事・議題・内容など 開催場所 

１２ ６ 金 岐阜 第２回合同ブロック会 忘年会（１８：００～） ワシントンホテル 

 １０ 火 中濃 例会、AED講習（１０：３０～） 太田交流センター 

 １１ 水 教育 出前講座（１３：００～） 大垣江並中学校 

 １２ 木 東濃 例会（１１：３０～） みわ屋 

 １９ 木 飛騨 例会（１１：３０～） グリーンホテル 

１ ８ 水 西濃 例会（１１：３０～） 五右衛門 

 ９ 木 広報機関誌 HP リニューアル打合せ（１４：００～） 県代協事務局 

 ９ 木 東濃 例会（１１：３０～） みわ屋 

 １５ 水 企画環境 委員会（１１：００～）  Web会議 

 １７ 金 中濃 新年会（１８：００～） 美濃川 

 ２３ 木 県代協 賀詞交歓会（１８：００～） グランヴェール岐山 鳳凰の間 

 ２３ 木 岐阜 役員会（１７：００～） グランヴェール岐山 

 ２８ 火 ＣＳＲ 委員会（１３：００～） 県代協事務局 

２ ４ 火 県代協 理事会（１３：３０～） 瑞穂総合センター 

 ５ 水 西濃 例会（１１：３０～） 五右衛門 

 ７ 金 飛騨 新年会（１８：００～） グリーンホテル 

 １３ 木 東濃 例会（１１：３０～） みわ屋 

 １３ 木 飛騨 例会（１１：３０～） ひだホテルプラザ 

 １８ 火 中濃 例会（１０：３０～） 太田交流センター 

 ２０ 木 岐阜 第３回合同ブロック会 

ＡＥＤセミナー及び情報交換会（１０：３０～） 

羽島市防災ステーション 

魚勝 
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【賀詞交歓会開催報告】 

 

２０２５年賀詞交歓会を下記のとおり滞りなく終えましたことをご報告し、多数の皆々様にご出席、ご

協力いただきましたこと厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。 

 

開 催 日 時  ：  ２０２５年 １月２３日（木）１８：００～ 

開 催 場 所  ：  ホテルグランヴェール岐山 鳳凰の間 

 

各保険会社の皆様、賛助会員様、正会員様より多数のご参加をいただき、岐阜交響楽団による心地よく

澄んだ音色の演奏の中、総勢９４名の盛大な会が催されました。今年も代理店においては厳しい募集環境

が予想されますが、代協活動を通じて会員それぞれが切磋琢磨し、賛助会員、保険会社の皆様と協力して

いくことが大切だと思います。 

ご参加いただきました皆様、ご協力いただきました皆様、誠にありがとうございました。 

また、当日受付にて助け合い義援金にご協力をいただきました皆様ありがとうございました。岐阜新聞 

岐阜放送社会事業団へ助け合い義援金としてお届けいたします。 

（報告者 専務理事 森 信彦） 

 

 

 

 

 

 

 

（遠藤会長） 

 

 

 

 

 

（あいおいニッセイ同和損害保険（株） 

岐阜支店 葛原岐阜支社長様） 

 

 

 

（岐阜交響楽団） 

 

 

 

                                 （畦地顧問） 
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【岐阜支部１月活動報告】 

 ○岐阜支部１月役員会報告 

 開催日時 ： ２０２５年 １月２３日（木）１７：００～ 

 開催場所 ： グランヴェール岐山 

 参加者数 ： １０名 

 報告者名 ： 松野 亘芳 

 

 ○岐阜支部第３回合同ブロック会 ＡＥＤセミナー及び情報交換会開催について 

 開催日時 ： ２０２５年  ２月２０日(木)  １０：３０ ～（ＡＥＤセミナー） 

                      ＡＥＤセミナー後 ～（情報交換会） 

 開催場所 ： ＡＥＤセミナー・・羽島市防災ステーション 

                 〒501-6315 羽島市下中町石田 701 

        情報交換会・・魚勝 

 報告者名 ： 松野 亘芳 

       ※開催日の都合により詳細は２月号にて報告いたします。 

 

【西濃支部１月活動報告】                                             

 〇西濃支部活動報告 

西濃支部１月例会報告 

  開催日時 ： ２０２５年 １月 ８日（水）１１：３０～ 

  開催場所 ： 大垣「五右衛門」 

  参加者数 ： １７名 （正会員１４名、他支部会員１名、賛助会員２名） 

  報告者名 ： 中河 美智彦 

 

  ≪議題≫ 

① 連絡事項 

  ・提携事業者案内 ファブリカコミュニケーションズより、ウインターキャンペーン開催中 

  ・提携事業者案内 メットライフ生命より、ライフ診断について紹介 

  ・1/23（木）18：00～ 岐阜県代協賀詞交歓会開催 グランヴェール岐山にて 

② 委員会報告 

 ・企画環境・・ 

  ・教育・・コンサルティングコース申込開始（目標 15 名、12/20 現在１１名申込） 

  ・広報・・代協ニュース代理店紹介 ２月あんしん保険事務所様掲載 

  ・ＣＳＲ・・使用済み切手回収、献血キャンペーン協力のお願い 

 ・組織・・西濃支部入会０店のため、協力のお願い 

③ 県代協より・・1/23（木）18：00～ 岐阜県代協賀詞交歓会参加依頼 

 ④その他・・情報交換会（コンプラについて） 

              

       ※次回例会 ２０２５年 ２月 ５日（水）１１：３０～ 大垣「五右衛門」にて 

 

 

 

 

 

 

支部活動報告
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【中濃支部１月活動報告】 

○中濃支部新年会開催報告 

 開催日時 ： ２０２５年 １月１７日（火） １９：００～   開催場所 ： 美濃川 

 参加者数 ： ２０名                     報告者名 ：  田中 大意 

  ≪内容≫ 

   ご参加いただきました皆様ありがとうございました。 また、今回出席できなかった皆様の今後の 

ご参加をお待ちしています。 

※次回例会 ２０２５年 ２月１８日（火） １０：３０～ 太田交流センターにて 

 

【東濃支部１月活動報告】 

○東濃支部１月例会報告 

開催日時 ： ２０２５年 １月 ９日 （木）１１：３０～    開催場所 ： みわ屋 

参加者数 ： ８名                         報告者名 ： 水野 智久 

  ≪議題≫ 

  ・各委員会報告 

    教育・・コンサルティングコース 受講募集案内 

  ・１月２３日 賀詞交歓会参加案内 

  ※次回例会 ２０２５年 ２月１３日（木） １１：３０～ みわ屋にて 

【飛騨支部１月活動報告】 

〇飛騨支部新年会開催について 

開催日時 ：  ２０２５年 ２月 ７日（金）１８：００～   

開催場所 ：  高山グリーンホテル                                        

報告者名 ： 熊木 千夏 

    

※次回例会 ２０２５年 ２月１３日(木) １１：３０～ ひだホテルプラザ 

                                               

委員会報告 ① 

【教育委員会】 

★損害保険大学課程 コンサルティングコース（2025年 4月～2026年 3月コース) 申込受付中です。   

（申込受付期間 2024 年 12月 1日～2025年 2月 14日） 

「損害保険大学課程 専門コース」の認定取得者が同コースで習得した知識を踏まえ、お客様のニー

ズに応じたコンサルティングを行うことができるように、より実践的な業務スキルを習得するための

コースです。 ぜひ皆様の受講をお願いいたします。 

概要は日本損害保険協会ホームページ「損保代理店試験サイト（https://www.sonpo-dairiten.jp/）

よりご確認いただけます。 または岐阜県代協教育委員、事務局までご連絡いただければ、教育プロ

グラム募集要項をお送りいたします。 

 

 

           皆様のお申込を 

お待ちしております！ 

https://www.sonpo-dairiten.jp/
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中さんの保険諸国漫遊記（２２４） 

保険ジャーナリスト 中﨑 章夫 

顧客起点、DX、品質、経営基盤強化が問われる年 

― 代理店は顧客最善利益義務に向け実質的体制整備が肝心 

 

◇サンシャイン水族館での新年会 

 

 過日、本当に久しぶりに地上４０メートルの東京池袋のサンシャイン水族館に行った。以前に行った

時からかなり経ち、この間に水族館は一新されたという。通常の営業時間は今年の秋冬季は午前１０時

から午後６時までだが、午後７時から午後９時まで、この会場で新年会をやるというのだ。えっ、水族

館がパーティ会場？不思議だったがきっと近くに宴会場でもあるの

かと出かけた。主催は東京荒川区東日暮里の保険代理店の保険あっ

となびプラネット（代表取締役社長大角泰生、従業員６４名）、参加

者は１５０名というから、取引先などの招待客も多く集まった。行

ってみると、水族館そのものが会場となっていた。通常は色とりど

りの魚が泳ぐ巨大水槽（サンシャインラグーン）前にもテーブルが

設置され、料理を食べながらワインを飲むこともできる。水槽間の

センターの広い空間では、東京恵比寿連の方による阿波踊りも披露

され、参加者も踊りに参加、竜宮城さながらの実に不思議な雰囲気

であった。そういえば同じ主催者の新年会が、以前に東京都庁の最上階が宴会に開放されていた頃（現

在は廃止）そこで行われた時もその夜景が綺麗だったが、今回もその時以上にびっくりさせられた。こ

の春からはサンシャイン水族館の営業時間帯が通年午前９時半から午後９時までになるようだ。 

コロナ禍の直前に大幅にリニューアル投資したため、客足が戻るまでにいろいろ営業努力された一つが

夜の宴会場企画だったのだろうが、ようやく客足も戻り、通常営業スタイルに戻るのだろう。一時では

あったが得難い経験ができたようだ。得難い楽しい経験をさせてもらった。 

 

◇顧客の最善の利益義務への実質的取り組み迫る 

 

 改正金融サービス提供法が昨２０２４年１１月から施行となったが、これにより全金融事業者に顧客

の最善利益義務が課されるところとなった。これはいろいろな意味で保険業界の取っても保険代理店業

界にとってもエポックである。従来の顧客本位の業務運営原則の第２原則に法的な根拠が置かれ、誠

実・公平義務が全金融事業者に課されたが、この中には保険会社とともに、保険募集人（保険代理店）

も含まれるからだ。 

 すなわち顧客を起点とし、金融サービスのチェーンとして全金融事業者が横一線で適切な競争と協調

のもとで切磋琢磨し、最善の商品・サービスの提供を実現していくことが求められるところとなった。 

いうなれば保険代理店も金融事業者としての適切な対応が求められるところとなったといえるし、その

ための監督当局から適宜検証が実施され、この最善利益義務に違反した場合は独自に責任を問われる時

代に入った意味合いは大きい。もはや、代理店としても、顧客本位の業務運営とはいっても保険会社に

委ね、形式的なアリバイ作りではだめで実質的に独自な取り組みが求められるところとなったことを理

解しておく必要がある。 

 このため、保険会社のみならず、保険代理店サイドでも独自に顧客起点の態勢整備や顧客本位の業務

運営の取り組みが実質的に求められるところとなっている。 
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◇顧客の最善利益義務の法律施行の重み 

 

 改正金融サービス提供法が昨２０２４年１１月から施行となったが、これにより全金融事業者に顧客

の最善利益義務が課されるところとなった。従来の顧客本位の業務運営原則の第２原則に法的な根拠が

置かれ、誠実・公平義務が全金融事業者に課されたが、この中には保険会社とともに、保険募集人（保

険代理店）も含まれる。 

 すなわち顧客を起点とし、金融サービスのチェーンとして全金融事業者が横一線で適切な競争と協調

のもとで切磋琢磨し、最善の商品・サービスの提供を実現していくことが求められるところとなった。 

 いうなれば保険代理店も金融事業者としての適切な対応が求められるところとなったといえるし、そ

のための監督当局から適宜検証が実施され、この最善利益義務に違反した場合は独自に責任を問われる

時代に入った意味合いは大きい。 

 このため、保険会社のみならず、保険代理店サイドでも独自に顧客起点の態勢整備や顧客本位の業務

運営の取り組みが実質的に求められるところとなっている。 

 

◇顧客起点の取引慣行の定着が問われる年 

 

 こうしたことを受け、２０２５年は、まさに顧客起点の取引慣行

の定着が問われる年となる。保険代理店も委託先の保険会社依存性

を名実ともに脱却し、自ら独立の金融事業者の一つとして、顧客に

感謝され信頼されるための態勢整備・ＰＤＣＡの確立、そしてそれ

を単に態勢・形式づくりのみならず、独自の仕組みづくりを進め、

ＩＴ・ＤＸ・生成ＡＩの活用や人材等の目に見えない投資に努め、

代理店のスタッフ全員で血肉化させていくことが求められている。 

 まさに代理店の真のプロフェッショナリズムの発揮が求められ、

また、そのためには自前ですることと外部資源（提携先）を活用することを的確に見極め、それを可能

にするネットワーク・仕組みづくりが問われる年となると思われる。 

 

◇伝統的閉鎖的業界からオープンかつグローバルな業界への転換 

 

 この１、２年一連の不祥事に端を発した損保の不祥事案をきっかけに、それが従来の取引慣習・慣行

に基づく根の深い問題によるものとし、その全面的な見直しが求められるところとなっている。中でも

保険会社と大型乗合代理店・企業内代理店との取引慣行（例えば出向・本業支援といった過度の便宜供

与など、実務能力不足の代替）については、それが顧客軽視、本来の経済原則から逸脱したものであっ

たところから、顧客起点、適正競争による取引に立ち返ることが求められるところとなった。 

 昨２０２４年６月に出た損保問題での有識者会議報告書や１２月の損保問題ＷＧ報告書では、保険金

不正請求問題や保険料カルテル問題、情報漏洩問題等が従来の商慣習・取引慣行に由来する構造的な問

題との観点から、再発防止や損保の取引慣行の抜本的見直しが求められ、主として大手損保と大規模乗

合代理店に対する厳格規制や伝統的閉鎖的業界からオープンかつグローバルな業界への転換を図るも

のであった。中でも顧客軽視の営業風土の転換が強烈に求められ、顧客起点・顧客本位の取引慣行への

転換が強く要請されるところとなった。 

 

◇主たるターゲットは大規模乗合代理店、企業内代理店だが 

 

 弊害防止の取り組みについては、すでに損保協会ベースの各種ガイドラインなども打ち出されてお

り、本年春には金融審議会損保ワーキンググループ報告書に基づく改正法案が国会に上程され、今後行

使は新たなルールを先取した態勢整備が保険会社にも代理店にも求められるところとなる。 

 すなわち、保険金不正請求問題や保険料カルテル問題、さらには情報漏洩問題等の背景となった従来



 

 

- 8 - 

の商慣習の抜本的な見直しと再発防止策が求められ、代理店との関係の正常化も厳しく問われるところ

となっている。 

 一連の不祥事の、主たるターゲットとされた大規模乗合代理店、企業内代理店などについては品質管

理面を始め厳格な態勢整備が求められるところとなる。また比較推奨販売においても、従来認められて

きた事務の効率化などの理由による代理店判断はダメとされ、顧客の判断の基づくものに限定されたこ

とは、規模の大小に関係なく乗合代理店には実務上大きな影響も出てきそうである。 

 ２０２５年は、その意味で、保険会社、代理店それぞれに投げかけられた課題は重い。保険会社はそ

れぞれ新たな取引の在り方を根本から見直さなければならず、品質重視の手数料ポイントを含めどのよ

うな独自のチャネル政策の大幅なモデルチェンジに直面しており、それぞれの会社がどのような施策を

打ち出してゆくのか注目される。 

 

◇代理店チャネルごとにどんな影響があるか 

 

 代理店もそれぞれのチャネルごとに厳しい対応が求められる。企業内代理店にとっては、３年の猶予

はあるものの構成員契約規制の特例廃止の影響は代理店そのものの存続にもかかわり、どのような選択

肢を選ぶのか問われるところとなろう。すでに今後の保険仲立人制度の活用と相まって、水面下ではＭ

＆Ａや企業売買、他の代理店と連携などの動きが活発化している。 

 ディーラー代理店についても比較推奨販売規制の関連でテリトリー制の見直し問題が提起されてお

り、今後の行方が注目されるところとなっている。 

 

 専業のプロ代理店にとっても、今春には設けられる第３者評

価機関の品質基準については、自己点検での活用が求められ、

それを損保会社が管理・指導することになっており、品質面の

態勢整備が求められるほか、乗合の場合は顧客の要望に基づく、

意向把握・確認手続きが必要になる。 

 また売り上げ面でも、保険販売を巡る環境は厳しい。顧客の

要望に柔軟に対応し、顧客が必要としそうなソリューションサ

ービスの提供など新たな活路開拓も必要になっている。 

 

 いずれにしても保険会社が代理店を一方的に庇護する時代ではなくなり、顧客起点では同じ金融事業

者という立ち位置で、自ら代理店経営基盤強化を図っていかなければならない時代に入ってきたことは

確かだろう。 

 

（保険ジャーナリスト、inswatch 編集人）  
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『街道シリーズ』（郡上街道その 28） 

                                       松尾 一 

              朝日橋から大野城下へ 

 

美濃(越前)街道は朝日橋を離れ、大野城下に向け

て進みます。概ね国道 158号沿い、九頭竜川沿いに、

板倉、下山と進みますが、前回紹介しました穴馬総社

から下山あたりまで、明治 20 年（1887）に街道の改

修がありました。これは美濃と越前を結ぶ重要な街道

にも関わらず、急峻な場所や絶えず落石などあった細

い道だったのです。 

明治 20年、浄土真宗本願寺派（西本願寺）21世門

主大谷光尊（明如上人）が、美濃(越前)街道を通り油

坂峠を越え美濃へ向かうことを知った当地の人々が、

これを機会に、手弁当で馬車が通るような道路にと改

修を行ったのです。越前は一向宗の盛んな土地柄。 

                                 （朝日橋） 

ですからこのようなことができたのです。                

美濃(越前)街道は仏原、琴洞橋、仏原ダムと進み、馬返しの坂、そして西勝原（にしかどはら）を過ぎる

と、まもなく、平野が広がります。油坂峠から急峻な山道を通ってきた美濃から来た旅人は、やっとやれや

れだったことでしょう。 

さらに美濃(越前)街道は九頭竜川と離れ、おおむね国道 158 号で進み、真名川に掛る君ヶ代橋を渡り、

大野城下に入りますが、この美濃(越前)街道の南側、真名川西側の御給、五條方、森山、平沢地頭（いずれ

も大野市）は、金森左京家の領地でした。 

 金森左京家は、飛騨を平定した金森長近の跡を継いだ金森可重と、高原郷（高山市・飛騨市）の江馬氏の

娘の間に生まれた重勝が 3000 石を内分知されたのに始まり、以後代々金森左京と称していました。金森氏

が飛騨から出羽山ノ上を経て、郡上八幡と移封すると、そのつど内分知され、郡上藩金森氏の時代には郡上

と越前に 3000 石の領地が与えられていましたが、一塊ではなく、郡上と越前の郡上藩領のうち、点在する

ように与えられていたのです。 

元禄 8 年（1758）、本家の郡上藩金森氏が郡上一揆で改易されると、幕府は金森氏の絶えるのを惜しみ、

改めて金森左京家に 3000石を与えて、参勤交代をする大名格の旗本に列したのです。領地は御給、五條方、

森山、平沢地頭などの旧領ではなく、新たに越前の白崎（越前市）、上大坪（同市）など与えられ、白崎に陣

屋を置きました。 

金森左京家の参勤交代は文久 2 年（1862）の記録では、白崎を出発北陸街道を西に、そして南に進み関

ヶ原宿（関ヶ原町）に着き、こんどは中山道で合渡宿（岐阜市）、御嵩宿（御嵩町）などに泊まりながら江戸

に着いています。13日間の旅でした。 

さて、美濃(越前)街道は大野城下へと進みます。 

                                        （まつお・いち）ライフワークは民俗、地域史(近世交通史) 

                        著書は『岐阜地理・地名・地図の謎』(監修・実業之日本社)、『みのひだ雑学』(岐阜新聞社)など多数 
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会員投稿記事 

『岐 阜 県 の 柿』 

 

柿の産地として知られる岐阜県ですが、全国的にみると生産量は 1 位：和歌山県、2 位：奈良県、3

位：福岡県、4 位：岐阜県となります。ちなみに岐阜県の中で生産量のトップは本巣市です。 

柿の産地に生まれ、小さいころから柿に囲まれて育った私にとっては珍しいものでもなく、何なら

実の収穫やその後の落ち葉集め、剪定後の枝拾いや木の皮削りと秋から冬の間は休日のたびにお手伝

いをさせられて柿が好きになることはありませんでした。  

しかし大人になり、他県の方も含め多くの方と知り合ううちに柿が大好きだという方々にもめぐり合

いました。少しだけ柿農家であることに誇りを感じたものです。 

ところが、そんな柿の生産量は全国的にどんどん減っているようです。わたしの近所を見回して

も、気づいたら畑が無くなっているところが増えてきました。後継者不足も大きいのですが、労働負

担もなかなかのものです。ほとんどが手作業というのも高齢者にとってはつらいものでしょう。その

うえ販売価格もなかなか上がりません。今年はカメムシ被害も深刻で出荷量は例年の 7 割程度とのこ

と。 

苦戦を強いられている柿ですが、少しでも柿の良さを知っていただきたく今回は富有柿などの甘柿を

使ったレシピをご紹介します。 

ひとつめは柿トースト。トーストのうえに薄く輪切りにした柿ととろけるチーズをのせてトースタ

ーで焼きます。すると、柿が苦手だという子どもにも美味しいと評判の柿トーストが出来上がりま

す。 

ふたつめは柿の天ぷら。お好みの厚さでも良いのですが、大体 1 ㎝弱くらいの厚さに輪切りした柿

を通常の天ぷらのように油で揚げるだけです。衣は薄い方がいいかもしれませんね。 

どちらも柿の甘さを上手に引きたてた料理です。チャンスがあればお試しください。 

 （西濃支部 河村 拓也） 
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お客様の所の玄関前タイルに物を落としてしまい、タイ

ルが破損してしまいました。 

部分的に替えると、タイルの年数も古いので、色も変わ

りその部分の接着も上手くいかない為、階段全てやり直

しになりました。 

＜ 今月の復旧事例 ＞   

 

 

 

 

＜ 場所 ＞岐阜 地域         

   

  

 

   

  

 

 

 

 

岐阜県損害保険代理業協会 提携会社 

             ホームステップ (株)イケダ  

電話番号変更になりました。 

 ０５８－２１３－３７３０（２４時間即日対応） 
 

 

★☆★ ディーラーの査定とは違い、実際の中古車取引相場で査定します。 

車によっては、年式・キョリに関係なく需要があり、大きく金額に差が出ます！ ★☆★ 

【 お客様のこんなときにご利用ください！】   

●車の乗替を検討 ：下取り額が納得できない。下取り額は妥当なの？      

⇒ 「ディーラー下取りと比較してみてください！」 

●売却だけ検討 ：どこに売れば？ 高くて信頼できる会社に売りたい！  

⇒ 「賛助会員のＪＣＭにお任せ下さい！」 

●ディ－ラーでは値が付かない・・ ：引取費用が掛かると言われた。 

⇒ 「古い車や事故車でもまずはご相談ください！」 

【岐阜県損害保険代理業協会 賛助会員のＪＣＭなら安心満足！下取りよりもお得】 

・宣伝・店舗等運営コストを抑えて買取り価格に還元、高価買取りを致します。                     

・無料出張査定で手間や費用発生の心配がありません。ご指定場所まで訪問します。                          

・中古自動車認定査定士（当社社員）が査定にお伺いし、対応いたします。               

・売却を急かしたりせずお客様のご都合・代替のタイミングに合わせて対応します。             

・車両代金は現金決済も可能、名義変更手続きも無料で確実に行います。 

■■   株式会社ＪＣＭ名古屋支店   ★担当 橋本 まで   ■■ 

TEL:052-219-8555 ／ FAX：052-228-2033    HP：http://www.jcmnet.co.jp/daikyo/  

情報ツールとして 【クルマの下取り・買取りサービス 】をご活用ください！ 

 

施工後 

 施工前 

施工前 
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 ～レンタカーのご利用なら～   ＯＲＩＯＮ ＲＥＮＴA ＣＡＲ                                   

 

100 台以上の保有台数で国

産車から輸入車、4WD 車、

トラック、福祉車両までニ

ーズ合わせたレンタカーを

ご準備致します。 

 

あらかじめ打ち合わせした

車輛返却の日時に、お客様

ご指定の場所迄レンタカー

をお引き取りに伺います。 

 

スタッフがご担当者様に

代わり代車をご利用にな

るお客様と直接お車の選

定についてお話しするこ

とも可能です。 

 

お客様の車を迅速に、

ご指定の場所へレッカ

ー移動致します。 

 

快適にドライブ頂くため

に全車両にナビと ETC を

装備しております。 

 

返却時に全車両の消臭・抗

菌・防カビに入念な消毒作

業を行っております。 

当社は４月より、高山支店をオープンし、岐阜県

全域の対応が可能となりました！  降雪地区へ

の４WD 車対応、特殊車両、福祉車輛までお気軽に

お問い合わせください！！ 

オリオンレンタカー   株式会社 AVANTI             

TEL0120-502-933 FAX0586-58-7890        

本店 岐阜県各務原市川島渡町 281-3       

名古屋店 愛知県名古屋市西区名西 2 丁目 18-10-1  

多治見店 岐阜県多治見市本町 5 丁目 6-1 

高山店 岐阜県高山市千島町 1033-14 
ご依頼はフリーダイアル 0120-502-933 迄 
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058-268-6543

岐阜県代協会員の皆様、当社はオリックスレンタカー店舗を運営しております株式会社タカサワと申します。

代車でお困りの際には、是非とも当社のレンタカーサービスをご利用ください！

　●国産全メーカー・輸入車・特殊車両(冷凍車・福祉車・各種トラック)の豊富な車種の取扱いがあります。

　　店頭在庫がなくても、グループ内の豊富な車両の中からご要望に添えるお車をお探しします！

　●突然の事故…　代車を一刻も早くお客様の元へ手配しなければ…
　　そんな時はお任せ下さい！配車スタッフの多い当社なら迅速にご手配させて頂きます！　

　　もちろん土・日・祝日のご対応もお任せ下さい！
　●工場様へのお届けはもちろんのこと、お客様ご自宅や事故現場へのお届けにも対応させて頂きます！

　●車種と料金が見合わないと思う場合でもご相談下さい。豊富なラインナップよりご提案いたします。

　●代車特約など料金上限がある場合でもお気軽にお問い合わせ下さい。ご相談いたします。

　●岐阜県・愛知県はもとより、全国のネットワークからご手配致します。

金山駅前店 小牧豊山店 ＴＥＬ

美濃太田駅前店

岐阜市安良田町5-9

春日井店 刈谷店 ＴＥＬ 0584-93-0543 大垣市長松町1215-2

一宮店 岡崎店 ＴＥＬ

愛

知

県

岐

阜

県

岐阜店

大垣店

多治見店 0572-21-0543

津島店 名古屋呼続駅南店　

まずは岐阜県の最寄店舗へご連絡ください！名古屋駅太閤通口店　 長久手公園西駅前店

多治見市若松町1-9-1

ＴＥＬ 0574-66-1543 美濃加茂市太田町1741-2

岐阜県

愛知県

三重県

1

2

3

4 5

6
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9

1１
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2

3

4

1１
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8
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1３

1011
５

9

10
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14
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SHINWAグループ 

新年明けましておめでとうございます。 

岐阜県代協会員の皆様におかれましては、晴れやかな令和 7年の初春をお迎えのこととお慶び 

申し上げます。旧年中は大変お世話になりまして誠にありがとうございました。本年もどうぞ宜し 

くお願い致します。 

本年も SHINWAグループ各社は高い技術でより良いサービス・接客・保険対応を提供してまいり 

ますのでより一層のご利用を宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

ご依頼は、用途や地域に合わせて各工場に直接ご連絡ください。 

  

オートボデーショップ篠田 大垣市上面 4-60 0584-74-7892 

平野鈑金工業 岐阜市中鶉 1-120 058-271-0773 

和田鈑金工業 岐阜市敷島町 8-105 058-251-7065 

AUTO PIT 羽島鈑金 羽島市竹鼻町狐穴 1413-1 058-392-1521 

オートリペアカワシマ 岐阜市打越 548 058-232-4185 

三田自動車工業 大垣市十六町 618-1 0584-91-7381 

成田鈑金工業所 多治見市小泉町 1-164 0572-22-5456 

カトー自動車工業 可児市瀬田 1085-1 0574-62-3207 

エコなおしのライト 高山市国府町金桶 254-1 0577-72-5120 

（平成３０年６月末時点） 
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委員会報告 ② 

【CSR 委員会】  

 ★献血ご協力のお願い 

   １月、２月は CSR 委員会事業のひとつであります献血へのご協力を 

お願い申し上げます。例年２月までの寒い時期は、輸血用の血液が不 

足します。輸血を必要とする患者さんの数は冬場でも減ることはあり 

ません。助け合い、思いやりの心は献血で広がります。会員皆様の献 

血へのご協力をお願い申し上げます。 

１２月号に同封の岐阜県赤十字血液センター献血のお願いチラシ裏面 

の献血協力申込用紙にご記入いただき、献血会場受付スタッフにお渡 

しください。 

また、チラシがない場合は、 

岐阜県損害保険代理業協会 団体コード ２８－０２３０３  

を受付スタッフにお伝えください。                （委員長 礒谷 宏） 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

趣味がアウトドアの方も多いと思います。 

料理もキャンプでの楽しみのひとつですね。 

スキレットやダッジオーブンは、分厚い鋳鉄製なので、ローストチキンやアヒージョなど、 

食材にじっくり火を通す料理に最適で、調理後もそのままサーブでき、見た目にも「映える」 

料理を作ることが出来ます。 

アウトドアに興味はあるけどなかなか一歩が踏み出せない方も、まずはアウトドアクッキング 

から始めてみるというのもおすすめです。 

（東濃支部 安江 努） 
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